
２．基本的考え方

「新たな北海道総合開発計画の策定に向けての主な視点・論点」の構成

１．新たな計画検討の背景

５．「世界水準の価値創造空間」の形成
に向けた環境整備、対流促進

６．農林水産業・食関連産業

７．観光・国際戦略

８．産業政策

９．環境・エネルギー

１０．強靱な国土づくりへの貢献、安全・
安心な社会基盤の形成

３．地域構造

４．多様な人材の確保・対流の促進

①地域の維持を目指し機能分担と連携
を図る「地域構造」の保持・形成

②人材育成、交流・協働人口拡大等によ
る「多様な人材の確保・対流の促進」

③人が輝く地域社会～「世界水準の価
値創造空間」の形成に向けた環境整
備・対流促進

④世界に目を向けた産業～「しごと」を
創り「外貨」を稼ぐ産業の振興（農林
水産業・食関連産業、観光等）

⑤強靱な国土～再生可能エネルギーの
活用、バックアップ機能の強化等を通
じた強靱な地域の形成

【課題への戦略的対応方針】

【課題に対応した主要施策】

「人」こそが来たるべき時代の北海道
の「資源」であり、人材の育成・活用を
重点的に実施

民間の主体的な参画を促進し、関係
者が連携するための産学官のプラッ
トフォームを重層的に展開

【施策推進に当たってのポイント】
「生産空間のサバイバル」「地域としての
生き残り」を賭けた期間
北海道新幹線の開業など地域の飛躍の
契機を内包する期間

ビジョン：2050年を見据え、「世界水
準の価値創造空間」を形成

（１）時代の潮流

①人口急減・超高齢化

②グローバル化の更なる進展
と国際環境の変化

③大規模災害等の切迫

（２）政府における重点的な
政策課題の変化

第２ 各論

（３）施策フレームワーク

２．基本的考え方

（２）状況認識とビジョン

（１）北海道開発の意義

北海道の資源・特性を活かして、その
時々の国の課題の解決に貢献

【来たるべき10年の位置付け】

：本日、御議論いただく部分

・ 望ましい地域構造の姿を踏まえた定住・
交流環境の維持増進
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・ 人々を引きつける多様な場の形成と
道内外・海外との連携の強化


